
入学式から２ヶ月が過ぎた６月２日から、校門前の

花壇を使って、ひまわりを育てることにしました。環

境整備員さんが土を入れ替えてくれ、「校長先生、も

う植えていいよ。」のゴーサイン。

昼休みに集まったのは全校幼児児童生徒１２名。

子どもたちは、思い思いにひまわりの種を選び、花

壇にまき、やさしく土をかぶせ、紙に自分の名前を書

いて目印にしました。このひまわりの種は、小学部６

年生が以前に育てたひまわりの種を収穫して大切に取

っておいたものを分けてもらいました。６月１０日に

芽が出ると、子どもたちは学校の行き帰りに、「早く

大きくなれ。」とちらっと横目に見て、毎日通り過ぎ

ながら成長を見守りました。花壇のすぐ近くに、大き

なポリバケツやペットボトルをおいて、水を入れてお

くと、小中学生が下校時に進んで水をあげてから帰っ

てくれるようになりました。

「みんな、水をあげてくれてありがとう。みんな、

進んで水やりしてくれて。」

と、誰に頼まれたわけでもない水やりの事を、私は

御礼を言ったり褒めたりするしかありませんでした。

こうやってみんなで育ててきたひまわりですが、８

月８日夜の台風のような大雨やものすごい風の前に、



立っていられず、倒れてしまい、最大のピンチを迎え

ました。

翌朝、救世主（教頭先生）が現れ、支柱を立ててく

れました。おかげで、１６日に再来した大雨や強い風

にも耐えることができたのです。

このようにみんなで育てたひまわりが、全て花開い

た８月末に記念写真を撮りました。

少し時期の遅れたひまわりでしたが、一つ一つが本

校の幼児児童生徒の顔のように見え、風に吹かれて大

きく揺れた時は、「頑張れ！頑張れ！」と手を貸さず

に見守りました。倒れても少し手を貸してあげただけ

で、大輪の花を咲かせてくれた「ひまわり」の様子に、

私自身が勇気付けられてきたと思います。

毎朝、成長の様子を見るのが楽しみで楽しい時間を

過ごさせてもらいました。

このように、全校幼児児童生徒と共に育てた「ひま

わりの成長の様子」を、皆様にも見て頂きたいと思い

ます。
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